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クロスボーダー道路網整備事業
パッケージＡ１モドゥモティ橋

鉄建建設　横河ブリッジ

シンボリックな橋梁形式

利便性向上、経済発展に寄与

　

概
　

要
　

　クロスボーダー道路網整備事業では、南アジア
地域全体の安定と経済発展に貢献するため、バン
グラデシュ国内の主要な国際幹線道路網を整備す
る。鉄建建設などのＪＶが施工したモドゥモティ
橋は、ガンジス川の支流であるモドゥモティ川渡
河箇所に新設した全長㍍の６車線道路橋だ。
主径間は、日本での施工実績が豊富な橋梁形式で
ある鋼ニールセンローゼ橋。バングラデシュで初
めて採用した構造で、両国の友好の象徴となるシ
ンボリックな形式だ。また、開通した年は、
両国の外交関係樹立年の節目だった。

開通式では両国の国旗を掲げ、友好を確かめ合った

正面から見た主径間ニールセンローゼ橋

▷実施者鉄建建設・ＡＭＬ・横河ブリッジＪＶ
▷実施国バングラデシュ人民共和国
▷実施都市・地区クルナ管区バディアパラ、モドゥモティ川
▷プロジェクト関係者バングラデシュ道路交通橋梁省道路・国
道部（発注者／施主）、オリエンタルコンサルタンツグローバ
ル・オリエンタルコンサルタンツ・パデコＪＶ（設計者）

▷実施期間年８月年８月
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